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2011 年 3月 11 日、“Fukushima”の名は世界に知られることとなりました。マグニチュー

ド 9 の大地震とそれに起因する大津波によって全電源を喪失した東京電力福島第一原子力

発電所において 3基の原子炉がメルトダウンを起し、大量の放射性物質が大気中に放出さ

れ、超高濃度汚染水が投棄されたことにより、大地、川や湖、地下水、海が汚染されたの

です。放射性物質の放出と汚染水の漏洩は現在もなお続いており、30万人を超える多くの

人々が苦しんでいるこの事故はいまだ終息していません。わたしたちはこの出来事を覚

え、キリスト者として神からの光に照らされ、その慈しみと世界を変えてくださる愛に応

えるために、ここ仙台に集りました。神はわたしたちに悔い改めて命に向かうように呼び

かけておられます。世界の各国から集まったわたしたちは、以下の日本のキリスト者たち

の罪の告白に耳を傾けました。わたしたちも経済の領域において、また、環境の領域にお

いて、罪深い体制の中に組み込まれ、良いものとして神に創造された世界と、共に生きる

べき世界の人々の現在と将来の命を脅かしている共犯者であることを省み、この告白に心

を合わせます。 

1．罪の告白 

わたしたちはこの事故の根源に、現代を生きるわたしたちすべてが、意識的に、無意識的

に、個人的に、また集団的に、神に対して犯している罪があることを神と人々の前に告白

します。これらの罪を告白し悔い改めることこそ、今、神がわたしたちに求めておられる

ことであると信じます。そして、そこにこそ、神の憐れみによって新たに歩み出す道もま

た開かれることを信じます。 

わたしたちの罪は、旧約聖書創世記第 3章に語られている人間の根源的な罪から生じてい

ます。人間は神によって「神の似姿」（Imago Dei）として、即ち、神と向き合い、神と

の応答関係に生きる者として創造されました。神はそのために人間に自由意志を与え、神

との応答関係に生きるための賜物として知性、感性、理性、悟性を与えて下さったので

す。しかし、人間はそれらの賜物を自分のため、自分の利益、豊かさを求めるために用い

て、神との応答関係に生きることをやめてしまいました。創世記第 3章に語られている人

間の根源的な罪の本質はそこにあります。このたびの原発事故もまた、この根源的な罪の

現れとしての以下の七つの具体的な罪に陥った結果であると言わなければなりません。 

第一の罪 傲慢 

第一の罪は、人類が自然界の安定した原子を破壊することによって恐るべきエネルギーに



変え、自らの知恵と技術によって安全に管理、制御することができるという自己過信に陥

ったことです。ここに傲慢の罪があります。原子力エネルギーは今日の人間にとってまさ

に「禁断の木の実」でした。 

第二の罪 貪欲 

第二の罪は、原子力を用いることによる繁栄、豊かさへの欲望と、より大きな力への渇望

を制御できなかった「貪欲」です。この貪欲は、原子力発電を今なお維持しようとする力

としても存在しています。 

第三の罪 偶像崇拝 

貪欲に陥ったわたしたちは、生ける真の神に依り頼むのでなく、経済的利益や富を至上の

価値としてあがめ、それに仕える「偶像崇拝」の罪に陥りました。「貪欲は偶像礼拝にほ

かならない」（コロサイの信徒への手紙第 3章 5 節）のです。原子力発電所や核燃料サイ

クル基地は、まさにこの偶像崇拝の神殿というべきものであり、これらの施設は科学技術

への、根拠のない安易な信頼という非科学的思考に基づく「安全神話」によって維持され

てきました。 

第四の罪 隠ぺい（創世記第 3章 7節） 

国、電力会社、地方自治体の「隠蔽体質」、これにマスコミも協力する中で、これまで原

子力発電の危険性は極力隠され、事故やトラブルの情報も隠されてきました。また、平和

利用の名のもとに核そのものの危険性、また核兵器との繋がりも隠ぺいされ、安全性やメ

リットのみが喧伝されてきました。このたびの事故についての情報も隠され、地域住民は

もとより、国民全体が不安や疑心暗鬼の中に置かれています。情報を操作し、事実を隠ぺ

いすることによって事を進めようとする、いわゆる「原子力ムラ」の体質がこの事故を引

き起こしたと言えます。この「隠ぺい」が第四の罪です。 

第五の罪 怠惰 

しかし、そこには同時に、「不都合な事実」を知ろうとしなかったわたしたち自身の罪が

あります。園の木の間に身を隠しているアダムとエバに、主は「どこにいるのか」と語り

かけました（創世記第 3 章 9節）。今、わたしたちも、この主の問いの前に立たされてい

ます。国と電力会社が原子力発電を押し進めてきたこれまでの歩みにおいて、わたしたち

は彼らの語ることを無批判に信じ、あるいは、その危険性について知りつつも、実際に起

っていることを深く知ろうとしませんでした。その企てが過疎の地域の人々や、繁栄や権

力から遠い人々の痛みと犠牲のシステムの上に成り立つものであることを見抜くことな

く、それを認め受け入れ 、無関心になり、過去の歴史に学ぶこともしなかったことは

「怠惰」の罪の故です。 

第六の罪 無責任 

原子力発電は、放射性廃棄物の処分方法を確立できないままに進められてきました。更

に、事故原因の究明や膨大な放射能汚染廃棄物や汚染水の処理の問題を含め福島第一原発

の事故は未だ終息していないのに、日本国政府は原発を再稼働し、さらに外国にそれを輸



出しようとしています。 これは将来の世代と他国の国民に対してあまりにも無責任であ

ると言わざるを得ません。 

第七の罪 責任転嫁 

このたびの事故は、明らかに「人災」です。これほどの被害にもかかわらず、国も電力会

社も地方自治体も、そして、わたしたちも、自らの責任を認めようとせず、他者に責任を

転嫁しています。そのために神から与えられた人格性と愛を深く損なう結果に陥っていま

す。 

わたしたちはこの原発事故の現実を前にして、このような罪にもかかわらず、ご自身の造

られた世界と、人を滅ぼすことをせず、「皮の衣をもって包んでくださる」（創世記 3章

21節）神のみ前に罪を告白すると共に、神の憐れみを受けた者として、心を一つにして祈

ります。 

2．祈り 

この事故によって住み慣れた地から避難しなければならず、今なお故郷に帰る目処も立た

ないでいる多くの人々の苦しみに、またこの事故の直接的、間接的な影響によって生計の

道を断たれた人々に、神による支えと慰めが格別に与えられますように。 

被曝の危険の中でこの事故の終息のために日々努力している人々に神の守りがありますよ

うに。そのために世界中の知恵が集められ、終息への道が開かれますように。 

この事故に直接、間接に責任を負うべき全ての人々が、神の独り子、主イエス・キリスト

の十字架の死による罪の赦しにあずかり、悔い改めて復活の主と共に新たに歩み出すこと

ができますように。 

3.決意と呼びかけ 

わたしたちは命の神を信じます。 

主イエス・キリストが来られたのは、全ての被造物が豊かな命を持つためです。神は、傷

ついた者の癒しと人間と被造物の正しい関係の回復において、わたしたち一人一人が共に

働くように招いておられることを信じます。 

東日本大震災の暗闇の只中にあって、神の永遠の愛の光を映し出した多くの奉仕者に感謝

します。この神の愛に励まされて、被災者支援センターに集ったノン・クリスティアンを

含めた 5千人を超えるボランティア、学生たちや信徒たち、そして牧師たちに恵まれまし

た。彼らは過去 3年間、被災地で瓦礫や泥の片付け、住宅の修理、傷心の人たちを慰め、

生存者たちの話を聞き、命が大切にされる明るい未来を共に夢み、そして、産業と行政が

今日に至っても信じ続けている核の安全神話に抗するという奉仕を続けています。 

わたしたちは、この会議において、力強い証し人となったこれらの愛と正義に満ちた働き

があったことを確認し、神の慰めと支えが人々の心に寄り添う働きにこれからも力を与え

てくださるよう祈ります。 



わたしたちは、聖霊の導きのもとに以下のことに努めます： 

1 ）フクシマの人たち、また、フクシマの名によって象徴される直接的な放射能被害を受

け続けているすべての人々のことを覚え、その体験を分かち合い、その人々の権利が守ら

れるように努めます。地震・津波・放射能汚染の三重の被害をうけ、犠牲となった人たち

の声とその心に深く耳を傾け、また、復興に向かって歩む彼らを支援し、その道に寄り添

っている人たちの声に耳を傾けます。 

2 ）放射能汚染にさらされ、その被害を受けた人々が健康を回復し生活の再建のために、

彼らが放射能被曝測定器を容易に利用できるよう援助し、自分自身の健康を自分の手で守

れるように支援します。また、正確な健康情報を得て生活再建のための諸サーヴィスを受

け、正当な補償を受ける権利があることを支持し、支援します。 

3 ）経済的利益や政治的・国家的な利益よりも、命とその価値とを守ることを大切にしま

す。 

4 ）神に造られたすべての被造物に対して責任ある管理につとめ、将来の世代の人々への

責任を果たします。 

5 ）原子力発電所と核燃料サイクル施設、また、原子力産業に携わる企業・政府・研究機

関に対し、すでに蓄積されている核廃棄物について、どのように隔離し、環境を守るかに

ついての、将来にわたる十分な見通しのある処理方法を示すように強く促します。今後の

エネルギー源として、また兵器として、核エネルギーを用いる技術の開発・発展を阻止

し、核燃料のための採掘施設によって荒廃した土地を回復するよう促します。 

6 ）核のない世界（ニュークリア・フリー・ワールド）を実現するために、真実を語り、

具体的な行動をとることができるよう、正確な情報を集め、共有し、互いに支えあわなけ

ればなりません。そのために、世界の教会、エキュメニカルな宣教団体、NGO、その他の

機関が共同してグローバルなキリスト者連帯のネットワークを構築するよう努めます。 

7 ）再生可能エネルギーの利用を推し進めます。また、シンプルな生活スタイルを通して

エネルギー消費の縮小とエネルギー効率の向上に努めます。 

8 ）若い世代の人々がこの問題を担い、リーダーシップを発揮できるよう教育と訓練に努

めます。また、わたしたちの教会が活発な議論を通して変革の担い手となり、この問題の

重要さを社会の多くの人が認識するよう努めます。 

 

 

 

 



Declaration of the International Conference on the East Japan Disaster: 

“Resisting the Myth of Safe Nuclear Energy: The Fundamental Question from 

Fukushima” 

March 11-14, 2014, Tohoku Gakuin University in Sendai ： Sponsored by UCCJ. 

The name "Fukushima" became known worldwide after March 11, 2011, when a massive 

9.0-magnitude earthquake hit the Tohoku region and the ensuing powerful tsunami 

knocked out all the power sources at the Tokyo Electric Power Company (TEPCO)’s 

Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant, causing the meltdown of three nuclear 

reactors. As a result, an enormous amount of radioactive material was released 

into the air and into the groundwater, spreading to the surrounding land, 

rivers, lakes and ocean. Radioactive contamination of the air and sea has 

continued into the present, causing more than 300,000 people to suffer, with no 

end of the calamity in sight. We have gathered in Sendai to commemorate this 

event and to reflect on our own responsibility and responses as Christians in 

the light of God’s compassion and transforming love to the world. God calls us 

to repent and to turn towards life. As an international group, we have been 

listening to a confession of sin from the Japanese Christians and reflecting on 

our own complicity in sinful economic and environmental systems that threaten 

God’s good creation and the lives of our brothers and sisters around the world. 

1．    Confession of Sin 

We confess before God and the people of the world that at the root of the 

nuclear disaster lie sins against God that have been committed by all of us who 

live in the modern world, intentionally and unintentionally, individually and 

collectively. To confess and repent of these sins is what we believe God wants 

us to do at this point. We also believe that only by doing so will we find, by 

God's mercy, a new path for tomorrow opening up before us. 

Our sins derive from the original sin of humanity, as described in the third 

chapter of Genesis. God created humankind in his own image (Imago Dei), which 

means that humans were created as beings who can responsibly relate to God. For 

this purpose, God gave humans free will and gifted them with intelligence, 

sensitivity, reason and understanding as tools to live in responsive 



relationship with God. However, we frequently use the gifts of God to pursue our 

own self-interests and affluence, abandoning their responsive relationship with 

God. Herein is the essence of the original sin of humankind. The recent nuclear 

disaster was just another manifestation of that original sin, which takes the 

form of the following seven sins we have fallen into. 

The First Sin: Pride 

The first sin is the pride of self-conceitedness as to believe that human 

technology would be able to control and safely manage nuclear power that is 

“the fruit of the forbidden tree” for modern-day men and women. 

The Second Sin: Greed 

The second sin is the sin of greed, which resulted in not being able to control 

the desire for prosperity and affluence through the use of nuclear power.  This 

greed is still manifest in the powers to be that are trying to maintain the use 

of nuclear power. 

The Third Sin: Idolatry 

Having fallen into sinful greed, we started worshiping and serving economic 

interests and wealth as idols rather than relying on the true and living God, 

thus falling into the sin of "idolatry." “Greed is idolatry” (Colossians 3:5). 

Nuclear power plants and nuclear fuel reprocessing facilities are the temples of 

this idol worship, maintained by "the myth of safety," which is based in an 

unscientific way of thinking that results in ungrounded, easy reliance. 

The Fourth Sin: Cover-up (Genesis 3:7) 

Under the "culture of secrecy" prevailing in the national government, electric 

power companies and local authorities, the danger of nuclear power and its 

relationship with nuclear weapons has been concealed to the utmost, along with 

information about nuclear accidents and problems, with only its so-called safety 

and advantages being emphasized. The mass media has cooperated with this 

manipulation. This has caused the local population, and indeed the entire 

nation, to be left in the darkness of anxiety and paranoia. This manipulation of 

information and concealment of the facts while pushing its agenda forward has 



been a basic characteristic of this so-called “Nuclear village” and indeed, it 

can be said that this was a cause of the accident itself. “Concealment (hiding 

away the truth)” is the fourth of our sins. 

The Fifth Sin: Laziness 

At the same time, however, we should also blame ourselves for not trying to 

learn the "inconvenient truth." When Adam and Eve were hiding among trees, God 

asked them: "Where are you?" (Genesis 3: 9). We are also standing before this 

same question from our Lord. Knowing that the path promoted by the state and 

electric companies are dangerous, we have believed uncritically what they 

proclaimed, and we have failed to oppose the drive for nuclear power plants. 

Also we have failed to understand what was actually going on and have failed to 

perceive the pain of the rural people and those who were far away from affluence 

and power, not seeing that this system makes them into sacrificial victims. We 

have blindly accepted it, and so here we find this sin of “laziness” that led 

to indifference and neglected to learn from history. 

The Sixth Sin: Irresponsibility 

Nuclear power generation has been promoted without establishing an adequate 

method to dispose the radioactive waste. Moreover, even though no clear end is 

in sight for the Fukushima Daiichi disaster, the government of Japan is trying 

to restart nuclear power plants and export the technology to foreign countries. 

We must say this is a lack of responsibility towards future generations and the 

people of foreign countries. 

The Seventh Sin: Shifting Blame to Others 

This nuclear disaster was a consequence of neglecting various warnings having 

been issued for decades, and thus it is a man-made disaster. In spite of the 

magnitude of the damage, the national government, the electric power companies, 

the local authorities and we have not admitted our responsibility, but instead 

are shifting blames to others. Therefore, we have deeply damaged the personhood 

and love given by God. 

We, facing the realities of the nuclear power plant catastrophe, confess our 

sins before God who, despite these sins, has not destroyed humankind and 



symbolically “clothes us with garments of skin” (Genesis 3:21), and so we pray 

with a united heart as people who have received God’s mercy. 

2  Prayer 

  

May God's support and consolation be given especially to those suffering as a 

result of the forced evacuation from their homes, and who have yet to see any 

prospect of returning, as well as to those who have lost their source of 

livelihood as a direct or indirect consequence of this tragedy. 

May God protect those people who work amid the danger of radiation exposure day 

in and day out to end this disaster. For that purpose, may wisdom be garnered 

from all over the world to open up a path to end this calamity. 

May all the people who are responsible for the disaster, directly or indirectly, 

be forgiven and brought to repentance through the atonement of the Lord Jesus 

Christ, God’s only Son. 

3 Resolution and Call for Response 

  

We believe in the God of Life. Jesus Christ has come that all persons and all of 

creation may have life in its fullness. We believe that God invites each of us 

into partnership with him in the healing of brokenness and the restoration of 

right relationships between people and creation. 

We express our gratitude for God’s faithful servants who have reflected the 

light of God’s unending love amid the darkness of the East Japan Disaster. 

At this conference we were blessed by the powerful witness of students, laity 

and pastors who have served over these last 3 years as God’s hands in the 

affected communities— removing mud and cleaning up debris, repairing homes, 

consoling the broken hearted, listening to the stories of survivors, dreaming of 

a future that values life together and challenging the myth of nuclear safety 

perpetuated still today by industry and government. 



We affirm these acts of love and justice and pray that God’s comforting and 

sustaining presence may give strength to these ministries in the months and 

years ahead. 

We commit ourselves to the following under the guidance of the Holy Spirit: 

1. To remember the people of Fukushima as well as all people who, being 

symbolized by the name Fukushima, have been victims of radiation and acknowledge 

their right to be protected by sharing their stories. We want to listen with 

compassion to the voices of the victims of the triple disasters (earthquake, 

Tsunami, and radioactive contamination), the people who have helped them and 

still accompany them on the road to recovery. 

2. To the rehabilitation and restoration of victims of radiation exposure by 

helping them to procure radiation meters so that they can take control of their 

own protection, and affirm their rights to accurate health information, services 

and just compensation. 

3. To value the protection of life and its worth more than economic, political 

and national interests. 

4. To fulfill our responsibilities to future generations by responsible 

stewardship of all creation. 

5. To the abolition of nuclear power plants, nuclear fuel reprocessing 

facilities and nuclear weapons and to insist that the industry provide a 

solution capable of isolating the already existing wastes from the environment 

for the full time frame of their inherent hazards. To prevent the development of 

technology for future nuclear power sources and to restore lands ravaged by 

mining in order to produce nuclear fuel. 

6. To build a global solidarity network of churches, ecumenical institutes, NGOs 

and other organizations to gather and share accurate information and support 

each other in speaking the truth and taking concrete actions to promote a 

nuclear-free world. 

7. To promote and invest in renewable sources of energy and to reduce energy 

consumption and increase energy efficiency through simpler life-styles. 



8. To invest in the future of our youth to train them to assume responsibility 

to be servant leaders and to educate our churches to promote critical discussion 

and become agents of change in order to encourage others to see the importance 

of the issue. 


